
1

改
訂
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

改
訂
を
と
ら
え
る
時
の
視
点
と
し
て
、
次
の

４
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
目

指
す
学
力
観
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
と
い

う
点
で
す
。
学
力
観
は
各
学
校
が
教
育
課
程
を

編
成
す
る
際
の
目
標
に
さ
れ
る
と
同
時
に
、
各

教
科
等
の
指
導
に
お
い
て
も
児
童
生
徒
に
身
に

つ
け
さ
せ
る
ね
ら
い
と
さ
れ
ま
す
。

第
二
に
、
教
育
課
程
の
枠
組
み
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
各
学
年
の
教
科
等
の
種
類
と
構
成
、

及
び
学
年
や
教
科
等
へ
の
配
当
時
間
が
ど
の
よ

う
に
改
訂
さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
、

各
学
校
の
教
育
課
程
や
時
間
割
、
年
間
指
導
計

画
の
も
と
に
な
る
も
の
で
す
。

第
三
に
、
各
教
科
等
の
指
導
内
容
が
ど
の
よ

う
に
改
善
さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
、

各
教
科
等
を
横
断
し
た
内
容
の
改
善
と
、
特
定

の
教
科
の
指
導
内
容
の
改
善
と
に
、
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
前
者
は
、
共
通
の
ね
ら
い
か

ら
複
数
の
教
科
等
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
中

で
行
わ
れ
る
指
導
内
容
の
改
善
で
、
後
者
は
、

特
定
の
教
科
の
充
実
を
目
指
し
て
そ
の
教
科
の

中
で
行
わ
れ
る
指
導
内
容
の
改
善
で
す
。

第
四
に
、
各
教
科
等
の
学
習
指
導
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
配
慮
事
項
は
ど
の
よ

う
な
点
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
４
つ
の
視
点
か
ら
改
訂

の
特
色
を
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

3月に告示された新学習指導要領は、平成21年
度から移行措置期間に入り、小学校は平成23年
度から全面実施されることとなりました。新しい
学習指導要領は、現在の学習指導要領と比べ
て、どこがどのように改訂されたのでしょうか。
また、改訂の特色をどのように整理して理解す
ればよいのでしょうか。まず、改訂のとらえ方を
整理し、その後それぞれの改訂内容についてま
とめてみましょう。

どう読む？
新学習指導要領
国立教育政策研究所初等中等教育研究部長

工
く

藤
どう

文
ぶん

三
ぞう

工藤文三（くどうぶんぞう）
専門は教育課程、社会科教育等。公立高校教諭を
経て、平成２年国立教育研究所主任研究官、平成
17年より現職。編著書に『新学習指導要領全文
とポイント解説』（教育開発研究所）、『中央教育
審議会答申全文と読み解き解説』（明治図書）、
『教育改革対応小学校教育課程のマネジメント解
説』（明治図書）、『校長・教頭の授業観察・面談
ハンドブック』（教育開発研究所）など。
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新
学
習
指
導
要
領
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目
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2
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課
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枠
組
み

3
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内
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4
学
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指
導
に
あ
た
っ
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留
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こ
と

改訂のとらえ方



新
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
　

1
新
学
習
指
導
要
領
は
ど
の
よ
う
な
学
力
を
目

指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
　

学
校
の
教
育
活
動
は
、
い
つ
で
も
児
童
生
徒

に
身
に
つ
け
さ
せ
る
ね
ら
い
を
明
確
に
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ね
ら
い
の
中
心
と
な

る
理
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
生
き
る
力
」
が

掲
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
も
こ

の
「
生
き
る
力
」
を
一
層
育
む
こ
と
が
ね
ら
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
生
き
る
力
」
を

具
体
化
し
た
学
力
と
し
て
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
、
こ
れ
ら
の
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
際
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
等
の
育
成
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
言
語
活
動
の

充
実
や
学
習
習
慣
の
確
立
を
明
確
に
し
て
い
る

こ
と
も
、
大
切
な
改
訂
点
で
す
。

2
教
科
等
の
構
成
と
配
当
時
数
は
ど
う
改
訂
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か

各
学
校
で
教
育
課
程
を
編
成
す
る
時
に
は
、

各
学
年
に
決
め
ら
れ
た
教
科
等
を
配
置
し
、
時

数
を
割
り
当
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

教
科
等
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
５
・

６
学
年
に
「
外
国
語
活
動
」
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
５
・
６
学
年
は
国
語

か
ら
特
別
活
動
ま
で
12
種
類
の
教
育
活
動
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
教

科
等
の
種
類
と
構
成
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
授
業
時
数
は
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
小
学
校
で
は
、
週
あ
た
り
の

授
業
時
数
が
低
学
年
で
各
２
単
位
時
間
、
中
・

高
学
年
で
各
１
単
位
時
間
増
加
さ
れ
ま
し
た
。

配
当
時
数
が
増
加
さ
れ
た
教
科
は
、
国
語
、
社

会
、
算
数
、
理
科
、
体
育
、
外
国
語
活
動
（
新

設
）
で
、
縮
減
さ
れ
た
の
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
す
。

3
指
導
内
容
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
指
導
内
容
の
改
善
に

は
、
各
教
科
等
を
横
断
し
た
指
導
内
容
の
改
善

と
特
定
の
教
科
の
指
導
内
容
の
改
善
の
、
２
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

（1）
各
教
科
等
を
横
断
し
た
指
導
内
容
の
改
善
充
実

ア
　
言
語
活
動
の
充
実

「
言
語
に
関
す
る
力
は
各
教
科
等
の
学
習
の

基
盤
で
あ
る
」
と
の
と
ら
え
方
か
ら
、
言
語
活

動
の
充
実
が
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
記
さ
れ

る
と
同
時
に
、
国
語
に
お
い
て
は
言
語
活
動
例

が
「
内
容
の
取
扱
い
」
か
ら
、
扱
う
べ
き
「
内

容
」
に
移
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
し

た
こ
と
の
記
録
や
わ
か
っ
た
こ
と
の
説
明
、
論

述
、
討
論
な
ど
の
活
動
が
、
各
教
科
等
の
特
色

に
応
じ
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
各

教
科
等
の
学
習
で
こ
れ
ら
の
学
習
活
動
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
　
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実

教
育
基
本
法
の
改
正
を
受
け
て
、
伝
統
や
文

化
に
関
す
る
内
容
が
各
教
科
等
に
盛
り
込
ま
れ

授業時数表

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図工 家庭 体育 道徳 外国語活動 総合 特活 合　計
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■は増加する教科　　数字は1週間あたりの標準授業時数

※6年間の合計標準授業時数：1単位時間は45分、授業は年間35週（1年生は34週）

出典：文部科学省作成学習指導要領改訂についての「保護者用パンフレット」
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3

4
学
習
指
導
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
点
に
留

意
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
の
主
体
性
を
重
視
す
る

あ
ま
り
、
と
も
す
れ
ば
指
導
が
不
徹
底
に
な
っ

た
り
、
あ
る
い
は
「
ゆ
と
り
」
か
「
詰
め
込
み
」

か
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た

り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
と
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
、
車
の
両
輪
と
し
て
相
互

に
関
連
さ
せ
な
が
ら
育
て
て
い
く
学
習
指
導
の

あ
り
方
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
目
標

の
確
実
な
習
得
を
目
指
し
た
指
導
を
徹
底
す
る

こ
と
と
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
習
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
今
回
の
改
訂
は
こ

れ
ま
で
も
強
調
さ
れ
て
き
た
「
確
か
な
学
力
」

に
裏
付
け
を
与
え
る
重
厚
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
改
訂
の
内
容
を
多
角

的
に
検
討
し
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

授
業
実
践
に
具
体
化
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（2）
特
定
の
教
科
の
指
導
内
容
の
改
善
充
実

ア
　
理
数
教
育
の
充
実

算
数
・
理
科
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
動
き
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
内
容
の
系

統
性
や
小
・
中
・
高
等
学
校
で
の
学
習
の
接
続
が

円
滑
に
な
る
よ
う
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
算
数
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
数
と

計
算
」「
量
と
測
定
」「
図
形
」「
数
量
関
係
」
に

加
え
て
、「
算
数
的
活
動
」
を
指
導
内
容
に
定
め

た
り
、
複
数
学
年
に
わ
た
っ
て
指
導
内
容
を
繰

り
返
し
て
扱
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
理
科
は
、
科
学
の
基
本
的
な
見
方

や
概
念
（「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
粒
子
」「
生
命
」

「
地
球
」）
を
柱
に
、
小
・
中
学
校
の
一
貫
性
を

重
視
し
た
内
容
構
成
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
理
科
の
内
容
の
区
分
を
中
学
校
と
の

接
続
に
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
の
３
区
分
か
ら
２

区
分
と
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
改
訂
点
で
す
。

イ
　
外
国
語
教
育
の
充
実

小
学
校
高
学
年
に
導
入
さ
れ
た
英
語
活
動
に

つ
い
て
は
、
音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
楽
し
さ
を
体
験
し
た
り
、
言
語
・
文
化
の

理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
学
校
の
外
国
語
に
つ
い
て
は
、
語
彙

を
「
９
０
０
語
程
度
ま
で
」
か
ら
「
１
２
０
０

語
程
度
」
に
改
め
、
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
の
言
語
活
動
を
総
合
的
に
行
う
学
習
活
動
を

充
実
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
小
学
校
に
お
け
る

学
習
と
の
つ
な
が
り
に
も
配
慮
す
る
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
総
則
で
は
道
徳
教
育
の
目
標
に
明
記

さ
れ
、
国
語
で
は
古
典
、
社
会
科
で
は
歴
史
学

習
、
音
楽
科
で
は
唱
歌
・
和
楽
器
等
に
関
す
る

指
導
の
充
実
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
　
道
徳
教
育
の
充
実

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
年
段
階
に
応
じ

て
指
導
の
重
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
、
体
験

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
、
教
材
に
つ
い
て
も
児

童
生
徒
が
感
動
を
覚
え
る
教
材
を
活
用
す
る
こ

と
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
と
し
た
協
力

体
制
を
と
る
こ
と
等
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
教
科
等
の
指
導
計
画
の
作
成
に
あ
た

っ
て
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
道
徳
教
育

を
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

エ
　
体
験
活
動
の
充
実

児
童
生
徒
の
社
会
性
や
人
間
性
の
基
礎
を
育

む
上
で
、
体
験
活
動
が
有
効
と
の
観
点
か
ら
、

児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
集
団
宿

泊
活
動
や
自
然
体
験
活
動
、
職
場
体
験
活
動
等

を
充
実
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
体
験
活
動
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
等
を

振
り
返
っ
た
り
、
ま
と
め
た
り
、
発
表
し
合
っ

た
り
す
る
活
動
の
充
実
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
ま
す
。

オ
　
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
の
視
点
か
ら
の
改
善

以
上
の
ほ
か
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

視
点
か
ら
、
情
報
教
育
、
環
境
教
育
、
も
の
づ

く
り
、
食
育
、
安
全
教
育
等
の
改
善
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、

学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
「
情
報
モ
ラ
ル
を
身

に
つ
け
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。



視点を明確にして
改訂内容を整理しよう1 見通しを持って

少しずつ準備を進めよう2 協力しあって学校としての
取り組みを充実させよう3

今回の改訂は多方面にわたってい

て、しかも様々な新しい言葉が使わ

れています。「基礎的・基本的な知

識・技能」「活用」等の言葉が、ど

のような意味で用いられているのか

を確認することは、今後の指導計画

の作成や評価のあり方にも影響しま

す。そこで改訂の内容を整理する際

には、目指す学力やねらいがどのよ

うになったのか、各教科等の内容が

どのように改善されたのか、各教科

等で共通に改善された点は何か等、

視点を明確にして整理しましょう。

また、学習指導要領の新旧対照表

を用いて、どこがどのように変更さ

れたのかを確認しておくことも有意

義といえます。

文部科学省の新学習指導要領関連のホームページ

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm
新学習指導要領全文、新旧対照表、移行措置の資料等が掲載されています。

平成20年度は、新学習指導要領の

趣旨の理解に努める年であると同時

に、平成21年度からの移行措置の準

備の年でもあります。移行措置には

算数や理科のように実施する指導事

項が明確にされている教科と、ある

程度学校裁量の余地がある教科があ

りますが、いずれにしても移行措置

にしっかりと対応するためには、新

学習指導要領の理解が重要です。

新学習指導要領の実施にあたって

は、その趣旨の理解→具体的な教育

課程の編成→各教科等の指導計画の

作成→評価のあり方の確定、といっ

た順に作業が進められます。まだ時

間がありますので、今後、いつ、ど

のような準備をすればよいのか、見

通しを持って少しずつ進めていきま

しょう。

すべてを自分でやろうと思うと大

変です。新課程への準備は、学校の

組織を生かし、協力しあって進めて

いくとよいでしょう。例えば、新学

習指導要領の趣旨の理解にあたって

は、総則、各教科ごと等、分担を決

めて改訂内容をレポートし、研修を

進めることが考えられます。また、

移行措置期間における教育課程の編

成や指導計画の作成についても、情

報収集に努めると同時に、学校とし

ての方針を決め、学校全体の力量を

高めていくことが大切です。

改訂を、先生方ひとりひとりの指

導力を充実させるきっかけにすると

同時に、各学校の教育力を高め、ひ

いては子供たちの未来につながる力

をしっかりと育てられるようにした

いものです。

次号の特集は、移行措置にもふれながら、各教科の詳しい内容について、
ひき続き工藤文三先生に解説していただきます。どうぞお楽しみに！

どう読む？

新学習指導要領

新学習指導要領との向き合い方

先生方へのメッセージ
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